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人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 多機能型事業所ひまわりコパンの杜 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
医療法人ひまわり会札樽病院
　今しかない一瞬を、みんなと分かち合い、保護者と笑い合い、明日につながる支援を提供する

支援方針

児童の気持ちやペースを尊重しながら、小集団での活動を提供します。
たくさんの多様な遊具を使用した運動の活動やソーシャルスキルトレーニング、小集団での遊びの提供など、作業療法士による専門的な視点をベースに、枠に捉われない柔軟な支援を行いま
す。

営業時間 送迎実施の有無

保護者さまが、お子さまの特性などを理解しながら、安心して「育ち」「暮らし」をすすめることができるようにサポート致します。
普段の支援の様子などを随時ご報告しながら、LINEを用いた相談にも対応致します。
児童発達支援管理責任者が定期的に保護者さまと面談をさせて頂きます。また、必要に応じて作業療法士も相談にお応え致します。

支　援　内　容

平日（15：00～17：00）グループ 土曜日（中高生　9：30～11：00）グループ

本
人
支
援

・保護者さまと１日の過ごし方を確認しながら、生活習慣を意識して評価を行います。
・必要に応じて、おトイレの練習、食具の練習、着替えなど、身の回りの動作の練習を適宜行います。
・運動面だけでなく、児童との会話や仕草から、ストレスなどの心的な反応にも注目して支援を行い
ます。
・作業療法士が必要に応じて個別のプログラムを実施します。

・保護者さまと１日の過ごし方を確認しながら、生活習慣を意識して評価を行います。今後の進学や就労に
必要な生活の基礎についての相談にも対応致します。
・運動面だけでなく、児童との会話や仕草から、ストレスなどの心的な反応にも注目して支援を行います。
・作業療法士が必要に応じて個別のプログラムを実施します。

・ラダートレーニングなどのダイナミックや運動や手先の細かい運動を促通します。
・専門の遊具を用いながら、苦手な運動の発達を促します。また、姿勢の保持が安定に繋がるように
運動の活動を提供します。
・スライムや粘土などの活動を通して、感覚遊びの機会を提供し、苦手な感覚への対応を行います。
・机上の活動の中で、筆記具や文房具などの道具の操作の練習を行います。
・作業療法士が適宜、感覚や運動の評価を行い、姿勢運動の練習や感覚遊びを提供します。

・机上での創作活動や書字の活動を行い、手先の細かい運動の練習や筆記具・文房具の操作の練習を行
います。
・作業療法士が適宜、感覚や運動の評価を行い、姿勢運動の練習や感覚遊びを提供します。

・はじまりの会など、日付やお天気、季節の確認を行いながら見当識への関わりを行います。
・工作や塗り絵など、机上での活動を通して、細部への注目や集中力を養います。
・ゲーム的な要素を取り入れながら、楽しくビジョントレーニングや聞くトレーニングなどに取り組みま
す。
・感覚や認知の特性を理解しながら、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及び
適切行動への対応の支援を行います。
・作業療法士が、お子さまの認知的な特性や環境からの情報を分析し、環境調整を行いながら支援
を行います。

主な行事等

あり（平日のみ）

・短冊作り、夏祭りや水遊び、クリスマス会、絵馬の作成など、季節に合わせた制作活動やイベント活
動を行っております。

・年に２回、お子さま達が中心となって頂き、お楽しみ会を企画して実施して頂いています。

地域支援・地域連携

保育所等の子育て支援機関等の関係機関との連携を進め、地域の子育て環境や支援体制の構築をります。
適宜、児童発達センター、相談支援員、医療機関、学校との連携を図ります。

移行支援

お子さまが安心して学校で過ごせるように、同年代の子どもとの仲間作りを図っていけるために支援します。
作業療法士が、具体的な移行を想定してお子さまの発達の評価を行います。また、その結果に基づき、ご家族さまへの情報提供や移行先での環境調整、子どもの情報・親の意向等についての移行先への伝達、
学校との利用を併用される場合は利用日数や時間等の調整などを行います。

職員の質の向上

月１回の短時間（３０分程度）での研修会の実施、年３回の長時間（９０分程度）の研修会を実施しています。
法人と連携しながら、虐待防止、感染対策、防災・防犯、ハラスメント、送迎車の使用、遊具の使用等の研修を随時行っております。
自己研鑽として、外部の研修会の案内をスタッフに周知し、研修会への参加を行っております。

・はじまりの会など、日付やお天気、季節の確認を行いながら見当識への関わりを行います。
・感覚や認知の特性を理解しながら、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及び適切行
動への対応の支援を行う。
・作業療法士が、お子さまの認知的な特性や環境からの情報を分析し、環境調整を行いながら支援を行い
ます。

・運動や机上などの様々な活動のなかで、具体的な物事の経験と言葉の意味を結びつけるように関
わり、言語の習得、自発的な発声を促します。
・机上での活動を通して、お子さまの特性に応じた読み書き能力の向上のための支援を行います。
・必要に応じて、ジェスチャーやカードなどの使用の配慮を行います。
・作業療法士が必要に応じて個別のプログラムを実施します。

・机上での活動を通して、お子さまの特性に応じた読み書き能力の向上のための支援を行います。
・ソーシャルスキルトレーニングを通して、自分の気持ちなど表現の機会を提供します。
・必要に応じて、ジェスチャーやカードなどの使用の配慮を行います。
・作業療法士が必要に応じて個別のプログラムを実施します。

・遊びを通して、相手の動きや言葉の模倣を促しながら、人への意識が向き対人交流技能の獲得に
向けて支援を行います。
・支援員が関わりながら、連合的な遊びに取り組んだり、役割分担したりルールを守って遊ぶ協同遊
びを通して、社会性の発達を促します。
・作業療法士が、一人一人のお子さまの評価を行い、特性を理解しながら遊び等を通じて人の動き
を模倣を促したり、社会性や対人関係の意識を促します。

・ソーシャルスキルトレーニングを通して、コミュニケーションなど相互交渉のポイントを教示しながら練習を繰
り返して行います。
また、お友達と活動を共にするためのポイント、いじめやからかわれた際のポイントなど、学校生活の中での
社会性への支援も行います。
・作業療法士が、一人一人のお子さまの評価を行います。必要に応じてご本人さまとの面談も行いながら、
学校生活での適応を促します。

家族支援


